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Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
事
業
者
国
際
グ
ル
ー

プ
（
Ｇ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
Ｌ
）
が
こ
の
ほ
ど

ま
と
め
た
年
次
報
告
書
に
よ
る
と
、

２
０
２
０
年
の
世
界
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貿
易

量
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
逆
風
下
に

あ
り
な
が
ら
も
前
年
比
０
・
４
％
増

の
３
億
５
６
１
０
万
㌧
と
拡
大
し
、

８
年
連
続
で
成
長
を
維
持
し
た
。
輸

入
国
上
位
５
カ
国
の
う
ち
首
位
日
本

を
除
く
４
カ
国
（
２
位
中
国
、
３
位

韓
国
、
４
位
イ
ン
ド
、
５
位
台
湾
）

が
前
年
比
プ
ラ
ス
で
、
中
で
も
輸
入

量
が

・
７
％
と
大
幅
に
増
加
し
た

中
国
が
け
ん
引
役
と
な
っ
た
。

　
中
国
の
輸
入
量
は
６
８
９
１
万
㌧

と
な
り
、
３
・
２
％
減
少
し
た
日
本

の
７
４
４
３
万
㌧
と
の
差
が
前
年
の

１
５
１
９
万
㌧
か
ら
５
５
２
万
㌧
に

縮
ま
っ
た
。
中
国
は
い
ち
早
く
経
済

が
回
復
し
、

年
に
入
っ
て
も
輸
入

拡
大
基
調
が
衰
え
て
い
な
い
。
早
け

れ
ば
今
年
に
も
輸
入
量
が
日
本
を
抜

く
可
能
性
も
あ
る
。
韓
国
は
１
・
７

％
増
の
４
０
８
１
万
㌧
、
イ
ン
ド
は

％
増
の
２
６
６
３
万
㌧
だ
っ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
が
初
め
て
輸
入
国
の
仲

間
入
り
を
果
た
し
、
輸
入
国
数
は
合

計

カ
国
と
な
っ
た
。地
域
別
で
は
、

ア
ジ
ア
の
輸
入
シ
ェ
ア
が
前
年
の

％
か
ら

％
に
拡
大
し
、
欧
州
は

％
か
ら

％
に
縮
小
し
た
。

　
輸
出
国
で
は
前
年
第
２
位
だ
っ
た

豪
州
が
３
・
２
％
増
の
７
７
７
７
万

㌧
、
前
年
首
位
だ
っ
た
カ
タ
ー
ル
は

０
・
９
％
減
の
７
７
１
３
万
㌧
と
な

り
両
者
の
順
位
が
逆
転
し
た
。
３
位

の
米
国
は

・
６
％
増
の
４
４
７
６

万
㌧
、
４
位
ロ
シ
ア
は
０
・
９
％
増

の
２
９
６
０
万
㌧
。
輸
出
国
数
は
前

年
と
同
数
の

カ
国
だ
っ
た
。

欧
、米
が
調
整
弁
に

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
春
か
ら
夏
に

か
け
て
世
界
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
需
要
は
急
減

し
、
ス
ポ
ッ
ト
価
格
は
４
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
百
万
Ｂ
Ｔ
Ｕ
（
英
国
熱

量
単
位
）
当
た
り
２
㌦
前
後
の
記
録

的
な
安
値
を
付
け
た
。
こ
の
頃
、
貯

蔵
能
力
に
余
裕
が
あ
っ
た
欧
州
の
買

い
主
は
値
ご
ろ
感
か
ら
調
達
量
を
増

や
し
、
一
方
、
米
国
産
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
は

購
入
契
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次

ぎ
、
こ
れ
ら
が
供
給
過
多
を
あ
る
程

度
解
消
す
る
需
給
調
整
弁
と
し
て
機

能
し
た
。

　
ス
ポ
ッ
ト
取
引
量
は
大
幅
に
増
加

し
、
貿
易
量
に
占
め
る
比
率
は
前
年

の

％
か
ら

％
へ
と
拡
大
し
た
。

ス
ポ
ッ
ト
市
況
は
年
前
半
の
急
落
か

ら
一
転
、
秋
以
降
は
急
速
に
持
ち
直

し
、
年
末
に
か
け
て
は
寒
波
な
ど
を

受
け
て

㌦
台
ま
で
急
伸
し
た
。
激

し
い
需
要
変
動
と
価
格
の
乱
高
下
を

背
景
に
、
当
座
の
需
給
調
整
や
裁
定

取
引
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
た
。
再
出

荷
量
は
前
年
比
で

％
も
増
加
し

た
。

　
輸
出
、
輸
入
に
関
す
る

年
末
時

点
の
設
備
形
成
に
つ
い
て
は
、
液
化

設
備
の
合
計
液
化
能
力
は
前
年
末
比

２
４
０
０
万
㌧
増
加
し
４
億
５
４
０

０
万
㌧
と
な
っ
た
。
ほ
か
に
同
時
点

で
建
設
中
の
液
化
設
備
が
液
化
能
力

合
計
で
１
億
８
０
０
万
㌧
。
ま
た
、

メ
キ
シ
コ
の
コ
ス
タ
ア
ズ
ル
Ｌ
Ｎ
Ｇ

（
液
化
能
力
年
３
２
５
万
㌧
）
が
最

終
投
資
決
定
（
Ｆ
Ｉ
Ｄ
）を
行
っ
た
。

　
一
方
、
受
入
設
備
の
気
化
能
力
は

２
５
９
０
万
㌧
増
加
し
て
計
９
億
４

７
０
０
万
㌧
と
な
っ
た
。
年
末
時
点

で
建
設
中
の
受
入
設
備
の
気
化
能
力

は
計
１
億
５
７
０
０
万
㌧
あ
り
、
そ

れ
ら
の

％
が
ア
ジ
ア
に
集
中
し
て

い
る
。
洋
上
受
入
設
備
（Ｆ
Ｓ
Ｒ
Ｕ
）

は
前
年
の

か
ら

に
増
加
し
た
。

　
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
の
隻
数
は
年
末
時
点
で

前
年
末
比

隻
増
加
し
６
４
２
と
な

っ
た
。
内
訳
は
メ
ン
ブ
レ
ン
型
が
４

６
０
、
モ
ス
型
が
１
２
９
、
そ
の
他

が

だ
っ
た
。

社
内
の
様
子
。
手
前
が
石
山
さ
ん

　静岡ガスは１日、グルー

プ会社を含む全社員を対象

に、ビジネスカジュアルを

取り入れる制度「シズガス

テキＳｔｙｌｅ」を導入し

た。働き方改革の一環とし

て推進し、自発的な行動を

促すのが狙いだ。

　同社が定めるビジネスカ

ジュアルは顧客や取引先、

社内に対して不快な印象を

与えないことや、ＴＰＯを

考えた服装としており、原

則として禁止事項は設けて

いない。

　また、これまでは慣習と

して男性はビジネススーツ

を基本としていたが、性別

による区別をなくすことで

多様性を尊重する風土作り

も目指す。ただし、作業着

やショールームスタッフの

制服はこれまで通り着用す

る。

　経営戦略部経営企画担当

の石山智英さんは、制度導

入に合わせてポロシャツ、

チノパン、スニーカーで出

勤するようにした。「ビジ

ネスカジュアルでの出社初

日は家族から『その格好で

会社へ行くの？』と驚かれ

た。アイロンがけや身支度

をする時間の短縮にもな

り、いつもより早く出社で

きて働き方にも変化が出て

きた」と話す。社外の人と

会う日が週３回程度あり、

その際はワイシャツを着用

するなど、ビジネスシーン

に応じて制度を活用してい

くという。

　
第
５
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
（
２
０
１
８
年
策
定
）
を
見
直
し
中
の
総
合
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
基
本
政
策
分
科
会
は

日
、
「

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ

Ｎ
＝
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
）
」
に
向
け
た
七
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
提
示
し
、
革

新
的
技
術
の
普
及
度
合
い
や
必
要
コ
ス
ト
な
ど
を
試
算
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で

電
力
コ
ス
ト
が
倍
増
す
る
と
試
算
さ
れ
、
委
員
か
ら
は
「
コ
ス
ト
増
の
た
め
、
日
本
の

産
業
競
争
力
が
そ
が
れ
る
」
と
の
懸
念
が
相
次
い
だ
。

石狩基地、ＬＮＧ船受入１００隻

フリー勤務新制度、上野都市ガス

ＳＨＩＦＴ事業公募開始、環境省

【新社長に聞く】常磐共同ガス

レモンガス、海外ＬＰ大手に出資

ＦＩＴ託送料金調整で意見対立

ガス関連のＤＸ、業界で広がり

リンナイ、５カ年計画を策定

ハウスクリーニング開始、東ガス

＜警報器特集＞

宮崎ガス、キャンペーン奏功

都市ガス警報器の現状調査

警報器普及の取り組み ～

＜文化＞

気候変動とワイン

　
都
市
ガ
ス
事
業
に
参
入
し

て
い
る
大
手
電
力
５
社
の
う

ち
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
、
中
部
電

力
、
関
西
電
力
の
３
社
は
こ

の
ほ
ど
発
表
し
た
２
０
２
１

年
３
月
期
決
算
で
、
都
市
ガ

ス
を
含
む
ガ
ス
供
給
事
業
の

概
況
を
明
ら
か
に
し
た
。
東

電
Ｈ
Ｄ
は
２
期
連
続
の
黒

字
、
中
部
電
と
関
電
は
都
市

ガ
ス
事
業
参
入
後
初
め
て
単

年
度
黒
字
に
転
じ
た
。
九
州

電
力
や
昨
年

月
か
ら
都
市

ガ
ス
事
業
を
開
始
し
た
北
海

道
電
力
も
堅
調
に
顧
客
を
獲

得
。
大
手
電
力
の
ガ
ス
事
業

が
じ
わ
じ
わ
と
拡
大
し
て
い

る
。
（
５
面
に
関
連
記
事
）

　
東
電
Ｈ
Ｄ
の
ガ
ス
事
業
の

売
上
高
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
事
業
用
の

ガ
ス
販
売
量
が
減
少
し
、
前

期
比
１
９
７
億
円
減
の
１
４

２
６
億
円
だ
っ
た
も
の
の
、

営
業
損
益
は

億
円
の
黒
字

と
な
っ
た
。
ガ
ス
販
売
量
は

７
万
㌧
減
の
２
１
０
万
㌧

（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
換
算
）
だ
っ
た
。

　
顧
客
件
数
は
小
売
事
業
を

行
う
東
京
電
力
エ
ナ
ジ
ー
パ

ー
ト
ナ
ー
（
Ｅ
Ｐ
）
単
体
で

万
件
増
の
１
２
４
万
件

（
３
月
末
現
在
）
。
東
電
Ｅ

Ｐ
は
昨
年

月
か
ら
大
阪
ガ

ス
と
東
邦
ガ
ス
の
都
市
ガ
ス

供
給
エ
リ
ア
で
家
庭
向
け
都

市
ガ
ス
の
供
給
を
開
始
し
て

い
る
が
、
エ
リ
ア
ご
と
の
獲

得
件
数
は
非
公
表
と
し
た
。

東
京
電
力
グ
ル
ー
プ
全
体
で

は
、
２
０
１
万
件
（
日
本
ガ

ス
と
東
京
エ
ナ
ジ
ー
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
を
通
じ
た
供
給
を
含

む
）
と
な
っ
た
。

　
中
部
電
の
ガ
ス
事
業
の
売

上
高
は
前
期
比

億
円
減
の

６
４
０
億
円
だ
っ
た
が
、
営

業
損
益
は

億
円
の
黒
字
と

な
っ
た
。
ガ
ス
販
売
量
は
前

期
比
約
８
万
㌧
増
の
１
１
１

万
４
０
０
０
㌧
。
同
社
は
２

０
２
０
年
代
後
半
に
年
間
３

０
０
万
㌧
の
販
売
目
標
を
掲

げ
て
お
り
、
実
現
に
向
け
て

着
実
に
前
進
し
て
い
る
。

　
都
市
ガ
ス
の
顧
客
件
数
は

約
９
万
件
上
乗
せ
し
、
４
月

７
日
現
在

万
８
０
０
０
件

（
申
し
込
み
ベ
ー
ス
）
と
な

っ
た
。
首
都
圏
で
ガ
ス
と
電

気
を
セ
ッ
ト
販
売
す
る
大
阪

ガ
ス
と
の
共
同
出
資
会
社
Ｃ

Ｄ
エ
ナ
ジ
ー
ダ
イ
レ
ク
ト
の

顧
客
件
数
は

万
件
（
４
月

日
現
在
）
で
、
将
来
的
に

は
３
０
０
万
件
の
獲
得
を
目

指
す
。

　
関
電
の
ガ
ス
事
業
の
売
上

高
は
前
期
比
５
億
円
増
の
１

２
２
７
億
円
で
、
営
業
損
益

は

億
円
の
黒
字
と
な
っ

た
。
都
市
ガ
ス
の
顧
客
件
数

は

万
件
増
の
約
１
４
５
万

件
（
３
月
末
現
在
）と
な
り
、

ガ
ス
販
売
量
は

万
㌧
増
の

１
５
７
万
㌧
だ
っ
た
。

年

度
の
ガ
ス
販
売
量
は
他
事
業

者
と
の
競
争
激
化
が
影
響
す

る
こ
と
を
想
定
し
、

万
㌧

減
の
１
３
０
万
㌧
を
見
込

む
。

　
都
市
ガ
ス
事
業
に
参
画
し

て
い
る
５
社
の
う
ち
、
北
電

と
九
電
は
ガ
ス
事
業
単
体
で

の
売
上
高
や
営
業
損
益
を
公

表
し
て
い
な
い
。
北
電
は
ガ

ス
の
顧
客
件
数
も
非
公
表

だ
。
「
ガ
ス
事
業
開
始
後
、

顧
客
数
は
堅
調
に
伸
び
て
い

る
」
（総
務
部
）と
説
明
す
る
。

　
九
電
の
都
市
ガ
ス
顧
客
件

数
は
、
３
月
末
現
在
で
前
期

比
約
４
万
件
増
の

万
件

（
申
し
込
み
ベ
ー
ス
）
と
な

っ
た
。
「
ガ
ス
事
業
は
収
支

に
貢
献
で
き
る
レ
ベ
ル
で
は

な
い
が
、
電
気
と
セ
ッ
ト
販

売
す
る
こ
と
で
電
気
の
顧
客

離
脱
の
抑
制
に
つ
な
が
っ
て

い
る
」
（
報
道
グ
ル
ー
プ
）

と
い
う
。

　
シ
ナ
リ
オ
分
析
は
、
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
委
託
で
、

地
球
環
境
産
業
技
術
研
究
機

構
（
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）が
行
っ
た
。

　
シ
ナ
リ
オ
は
、
昨
年

月

の
基
本
政
策
分
科
会
に
示
さ

れ
た
電
源
構
成
＝
再
エ
ネ

％
▽
原
子
力

％
▽
水
素
・

ア
ン
モ
ニ
ア

％
▽
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
回
収
・
利

用
・
貯
留
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
＋

火
力

％
＝
を
「
参
考
値
の

ケ
ー
ス
」
（
①
）
と
し
、
②

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
１

０
０
％
③
再
エ
ネ
価
格
が
飛

躍
的
に
低
減
④
原
子
力
活
用

が
進
展
⑤
水
素
・
ア
ン
モ
ニ

ア
価
格
が
飛
躍
的
に
低
減
⑥

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
Ｃ
Ｏ
２

貯
留
量

が
飛
躍
的
に
増
大
⑦
カ
ー
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
需
要
が

低
減
―
―
の
七
つ
を
示
し

た
。
い
ず
れ
も

年
時
点
の

人
口
が
１
億
２
０
０
万
人
、

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
伸

び
率
０
・
４
％
（

年
以
降

の
年
平
均
）等
を
想
定
し
た
。

　
各
ケ
ー
ス
で
、
非
電
力
部

門
を
含
む
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
供
給
量
、
最
終
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
が
試
算
さ
れ
た
。

い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
も
供
給

量
、
消
費
量
の
総
量
が
大
幅

に
減
る
こ
と
を
想
定
し
た

が
、
天
然
ガ
ス
と
合
成
メ
タ

ン
の
合
計
は
、
全
ケ
ー
ス
と

も
消
費
量
ベ
ー
ス
で
基
準
年

の

年
比
で
最
大
１
・
３
倍

程
度
、
最
終
消
費
量
の
シ
ェ

ア
で
も
１
割
程
度
か
ら
２
割

弱
に
増
え
る
と
さ
れ
た
。
天

然
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
全
て

Ｃ
Ｃ
Ｓ
や
Ｃ
Ｏ
２

の
直
接
空

気
回
収
・
貯
留
（
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｓ
）
で
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
オ

フ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
と
想
定
し

て
い
る
。

　
最
終
消
費
に
占
め
る
電
力

化
率
は

年
度
約
２
割
だ
っ

た
も
の
が
、
再
エ
ネ
１
０
０

％
ケ
ー
ス
で
は
約
３
割
に
、

そ
の
他
の
ケ
ー
ス
で
約
４
割

に
増
え
る
と
さ
れ
た
。

　
電
力
化
率
が
上
が
る
一
方

で
、
電
力
コ
ス
ト
が
大
幅
に

上
が
る
と
の
試
算
結
果
も
出

た
。
１
㌔
㍗
時
当
た
り
約

円
（

年
試
算
値
）
だ
っ
た

発
電
コ
ス
ト
は
、
ケ
ー
ス
ご

と
に
①

・
９
円
②

・
４

円
③

・
４
円
④

・
５
円

⑤

・
５
円
⑥

・
７
円
⑦

・
６
円
―
―
と
な
っ
た
。

小
売
価
格
は
、
こ
れ
に
託
送

費
用

円
程
度
が
上
乗
せ
さ

れ
る
。
②
の
再
エ
ネ
１
０
０

％
ケ
ー
ス
は
、
太
陽
光
発
電

・
風
力
発
電
の
出
力
変
動
を

調
整
す
る
た
め
の
蓄
電
池
な

ど
が
大
幅
な
コ
ス
ト
増
要
因

に
な
る
と
さ
れ
た
。

　
こ
の
試
算
に
、
委
員
か
ら

は
「
衝
撃
的
な
結
果
。
日
本

の
電
力
は
現
在
で
も
他
国
よ

り
高
い
の
に
、
倍
と
な
る
と

製
造
業
の
競
争
力
は
ど
う
な

る
の
か
。
日
本
か
ら
出
て
行

け
と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も

の
。
コ
ス
ト
を
い
か
に
下
げ

る
の
か
が
最
重
要
」
（
日
本

エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
・

豊
田
正
和
理
事
長
）
な
ど
の

意
見
が
相
次
い
だ
。
こ
の
ほ

か
、
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
な
ど
の
炭

素
除
去
技
術
な
ど
含
め
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
進
め
る

か
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
Ｃ
Ｏ
２

貯
留

適
地
を
ど
う
確
保
し
て
い
く

か
な
ど
に
関
心
が
集
ま
っ

た
。
エ
ネ
庁
は
、
こ
の
分
析

結
果
等
を
基
に
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
の
長
期
政
策
の

方
向
性
を
検
討
す
る
。


